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(1) 

地域を結ぶ人とつながり

せんだんの丘(老人保健施設)

せんだんの杜ものうせんだんの呈(高齢者痴呆介護研究・研修仙台センター)

橋
感性福祉研究所

{ず架の祉福ヘ紀世21 
行学一如 二

十
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
に
な
っ
た
。
齢
を
重
ね
た
人
ほ
ど
感

慨
も
ひ
と
し
お
か
。
昔
の
人
は
言
っ
た
。

「
行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
」
。
川

を
流
れ
る
水
は
よ
ど
む
こ
と
は
な
い
。

来
る
二
十
一
世
紀
も
き
っ
と
今
と
同
じ

よ
う
に
時
は
流
れ
続
付
る
に
違
い
な
い
。

東
北
福
祉
大
学
と
て
同
じ
こ
と
。
一

九
五
八
年
(
昭和
三
十
三
年
)
に
短
期
大

学
と
し
て
、
四
年
後
に
四
年
制
大
学
と

し
て
今
日
ま
で
若実
な
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
日
に
日
に
成
長
す
る
姿
は
あ
た

か
も
人
聞
の
成
育
過
程
の
よ
う
だ
。

い
ま
や
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ

て
い
る
「芹
沢
鎧
介
美
術
工
芸
館
」
や
音

楽
室
「け
や
き
ホー
ル
」に
加
え
、
昨
年

度
新
た
に
「7
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
」
も

誕
生
し
た
。
関
連
施
設
も
既
に
幼
稚
園

、

特
別
設
設
老
人
ホl
ム

、

感
性
福
枇
研

究
所
、
保
育
園

、

老
人
保
健
施
設
が
完

成
、
来
春
に
は
高
齢
者
痴
呆
介
護
研
究

セ
ン
タ
ー

が
開
所
さ
れ
る
予
定
だ
。

少
子
・

高
齢
化
社
会
の
到
来
は
も
は

や
待
っ
た
な
し
。
二
十
世
紀
に
培
っ
た

英
知
を
次
の
世
紀
に
つ
な
げ
る
の
が
私

た
ち
に
諜
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
、
我
が
東
北

福
祉
大
学
が
位
紀
を
つ
な
ぐ
福
祉
の
架

吋
栴
に
な
れ
た
ら
、
こ
ん
な
に
紫
附
ら

し
い
こ
と
は
な
い
。

新
し
い
コ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
行学

一如
」と
し
た
。
皆
き
ん

も
よ
く
ご
存
じ
、
本
学
の
建
字
精
神
で

あ
る
。

い
ま
さ
ら
意
味
を
説
明
す
る
の
も
お

こ
が
ま
し
い
が、

文
字
通
り
修
行
と
学

聞
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来

は
こ
の
位
の
す
べ
て
が一
つ
の
道
に
通

じ
る
と
の
仏
教
的

解
釈
か
ら
由
来
し

私
に

た
と
言
わ
れ
る
が、

解
釈
が
広
が
っ
て
理
論
と
実
践
と
も言

わ
れ
て
い
る
。机

上
で
分
か
っ
て
い
て
も

実
行
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
役
に
立
た
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
舘
者
む
よ
う

な
凡
人
に
は
永
遠
に
到
達
で

き
な
い
と
い
う
心
境
に
陥
る

数
々
の
名

戸
'
特
勝
負
を
訓
じ

.
者
叫
『

一傘

描
て
く
れ
た一

一

長

《

柵
十
世
紀
最
後

の
シ
ド
ニ
ー

五
輪
。
感
動
の
シl
ン
に
思
わ
ず
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
女
子
マ
ラ
ソ

ン
の
高
橋
さ
ん
、
柔
道
の
Y
A
W
A

R
A
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
、
本学
か
ら

出
場
し
た
野
球
の
吉
見
投
手
、OB

の
鈴
木
捕
手
(
中
日
)

、

ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
の
西
内
選
手、

O
G

で
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
砲
丸
投
げ
の
中
川
町
さ
ん
。

皆
、

頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
心
か

ら
拍
手
を
送
り
た
い
と
思い
ま
す
。

き
て
、
我
が
国
で
は
近
年

、

超
高
齢

化
、

少
子
化
が
叫
ば
れ
、
福
祉
が
は
聞
の

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

目

次

福
祉
の
架
け
橋
に

萩
野
学
長
あ
い
さ
つ

コ
ラ
ム
・

行
宇

一如

一
九
五
八年
当
時
の
大
学

2

渡
辺
宇
部
長
あ
い
さ
つ

:
2

五
学
科
の
紹
介

2

平
成
十
三
年
度
入
試
情
報

2

ゴ
ル
フ
部
男
女
ア
ベ
ッ
ク
促
勝
:
き

吹
奏
楽
部
が
初
の
全
国
大
会
へ3

乙
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
き
ら
め
て
は
い
な
い
。
い

に
し
え
か
ら
語
り
継
が
れ
た
真
理
を
そ

う
た
や
す
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い

、

と
考
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

運
命
を
左
右
す
る
要
紫
に
人
と
の
出

会
い
も
見
逃
せ
な
い。
こ
の
世
に
生
を

受
け
親
、
兄
弟
を
は
じ
め
、
先
生
、
先
如
、

と

つ

て
、水
宣
明
岨

後
端
、
友人
、
恋
人
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
遜
遁
が
あ
る
。
ど
ん
な
人
と
出
会

う
か
に
よ
っ
て
進
む
道
さ
え
違
っ
て
く

る
。
出
会
い
を
生
か
す
も

、

通
り
す
ぎ
る

も
そ
の
人
の
精
神
の
あ
り
ょ
う
が
間
わ

れ
る
こ
と
に
な
り、

行
学

一
如
の
籾
神

に
も
通
じ
て
き
そ
う
だ
。

そ
こ
で
、
世
間
で
活
躍
し
て
い
る
人

卒業生に感謝
な
る
以
前
か
ら
、
と
の
分
野
で
卒
業
生

の
皆
さ
ま
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
思

う
と
大
い
な
る
誇
り
を
感
じ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
に
限
ら
ず
、

各
界
で
卒
業
生
が
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

わ
け
で
す
が、

そ
の
こ
と
が
ど
れ
ほ

ど
、
後
部
の
学
生
、
教
職
員
の
励
み
に

な
っ
て
い
る
か
推
し
立
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
本
学
は
順
調

な
歩
み
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
わ
げ
で

す
が
、
来
る
二
十
一
世
紀
も
共
に
歩

ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
早
い

も
の
で
私
が
学
長
に
な
っ
て
か
ら
丸

六
年
が
経
過
し
まし
た
。
私
も
大
学

の
発
展
の
た
め
に
カ
を
尽
く
し
ま

す
。
ど
う
ぞ、

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
シ
ド
ニー
五
輪
特
集
〉

3

野
球
・
夢
の
黄
金
バ
ッ
テ
リ
ー
誕
生

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
西
内
選
手

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
中
嶋
選
手

実
業
団
女
子
パ
レl
の
板
橋
さ
ん
3

本
学
卒
業
の
プ
ロ
野
球
選
手

e・e・-
一

3

7
リ
ナ
1

ズ
佐
々
木
投
手
ほ
か

〈
同
窓
会
使
り
〉

4

大
竹
総
務
局
長
あ
い
さ
つ一

:
:

4

T
O
Y
P

大
口
に
伊
藤
さ
ん

4

芹
沢
経
介
美
術
工
芸
館

4

の

が
行
学
一
如
の
具
現
者
と
す
れ
ば
一

体
、
ど
の
よ
う
に
し
て可
能
に
な
っ
た

の
か
興
味
は
尽
き
な
い
。
天
賦
の
才
と

い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ゴ
ッ
ホ
や

べ
l
f
i

ベ
ン
、
イ
チ
ロ
ー

や
大
路
神
・

佐
々
木
ま
で
洋
の
東
西
を
問
わ
ず

、

彼
ら

の
才
能
を
疑
う
者
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
彼
ら
に
し
て
も
才
能

だ
け
で
世
に

テ
l

マ

出
る
こ
と
は

な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
一
倍
の
努
力

を
し
た
か
ら
こ
そ
名
声
を
勝
ち
得
る
ま

で
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

肝
心
な
こ
と
は
問
題
意
識
と
や
る
気

で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
す
ら
見
つ
け

ら
れ
な
い
で
は
何
事
も
始
ま
ら
な
い
。

私
に
と
っ
て
「
行
学一如
」
は
永
遠
の

テ
1
7
で
あ
る
。
(
国
見
太
郎
)



(2) 

昭和 33 年

(1958 年)
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当

灘
動
の
年
に
産
声

短

耐
用
北
福
祉
大
学
は
一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)
に

W
洞
宗
専
門
支
校
と
し
て
挺
生
し

た
。
幾
多
の
変
巡
宝
山
ね

一
九
五
八
年
(
昭
和
三
十
三
年
)
に
短
期
大
学
に
な
り
、
六

一
一

年
(
同一
一干
七
年
)
に
四
年
制
大
学
に口高
社
会
福
祉
四
蔀
芸
福
祉
学
科
を
段
値
し

た
。
短
大
時
代
か
ら
数
え
、
今
日
ま
で
卒
業
生
の
数
は
約

二
万
七
千
人
に
発
展
し
た
。
一
一

十
一
世
紀
を
問
近
に
控
え
こ
と
に
大
学
の
時
々
を
振
り
返
る
。
第

一
回
は
短
期
大
学
に

な
っ
た
昭
和三
十
三
年
度
1

人
工
衛
星
打
上
げ

東 北福祉大 学通信(第 l 号)

一
九
五
八
年
(
昭
和
三
十三年
)
一一

月
一
日
(
日
本
時
間
)
米
国
フ
ロ
リ
ダ

州
ケ
l

プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
で
ジュ
ピ
タ
ー

C
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
人
工
衛
星
が
打
ち
ょ

げ
ら
れ
た
。

国
内
で
は
四
月
、
東北
似

よ
野
宇
都
宮
聞
で
沼化
が
な
り
、
上

野
発
仙
台
行
き
下
り
急
行「背
諜
」
の

祝
賀
市
車
が
開
通
式
を
彩
っ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
野
球
で
は
巨
人
認
に
入

団
し
た
新
人・長
嶋
茂
雄
(
現
同
監
督
)

が
国
鉄
と
の
閉
幕
試
合
に
三
番・
サ
ー

ド
で
出
場
。
金田
役手
に
四
打
席
全三

振
を
喫
す
る
苦
い
デ
ビ
ュー
を
飾
っ

た
。
六
月
に
は
熊
本
県
の
阿
蘇
山
が
突

然
大
爆
発
、
死
傷
者
は
四
O
人
に
上
っ

た
。

目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
の
中
、
十一

月
に
継
宮
明
仁
(つ
ぐ
の
み
や
・

あ
き

ひ
と
)
坐
太
子
さ
ま

が
正
国
民
智
子
さ

ん
と
の
ご
婚
約
を
発
表
さ
れ
、
お
祝
い

ム
l

ド
に
包
ま
れ
た
。

そ
ん
な
年
の
一
月
十
目
、
東
北
福
祉

短
期
大
学
に
時
の
文
部
大
臣
・

松
永
束

か
ら
正
式
な
認
可
が
下
さ
れ
た
。三年

前
か
ら
準
備
さ
れ
、一一
肢
は
却
下
さ
れ

る
な
ど
難
産
の
末
の
こ
と
だ
づ
た
。

所

在
地
は
仙
台
市
荒
巻
西山
一番
地。
総

坪
数
は
一
三、
九
四
五
坪
。
図
暫
総
数

九
、
八
四
O
冊
。
卒
業
後
の
賦
与
資
格
に

社
会
初
祉
主
事
、
中
学
校
基
吉
一級
普

通
免
許
状
、
保
母
資
格
が
あ
っ

た
。

初
年
度
の
合
格
者
は
基
福
祉
科
定

員
五
十
人
に
対
し
、ニ・
六
二
倍
の
百

三
十
一
人
。
道
県
別
で
は
富
雄
九
二

、

岩
手
一二
、
山
形
七、

福
島
六、

青
森

五
、
北
海
道回
、
秋
田
一
、
そ
の
他
因
。

七
O
%
が
宮
城
県
で
、
県
外
は
一
一
一
O
%

の
制
合
だ
っ
た
。
四
月一日
に
は
栴
位

学
園
町
等
学
校
判
ひ
に
双
葉
幼
稚
図
が

期

大

ムl.C，

す

そ
れ
ぞ
れ
東
北
相祉
短
期大
学
附
属
向

等
学
校
、
同
幼稚
闘
に
改
称
さ
れ
た
。

開
学
式
に
多
数
参
列

関
学
式
は
同
二
十

一
日
、
知
邸
、
市

長
を
は
じ
め
宗
務
庁
か
ら
宗
務
総
長
、

各
部
長
ら
多
数
参
列
し
、
大
変
な
建
吉

と
な
っ
た
。
当
時
の
学
長
は
朽
木
正
巳
、

専
任
教
授
に
は山
田
盤
林
(
宗
教
)
、
井

上
清
四
郎
(
社
会
耶
柴
概
論
)
、
下
竹
房

敬
(
社
会
郡
波
技
術
)
、
西
内
潔
(
社
会

前
哨
業
方
法
輪
)
ら
が
い
た
。

現
在
、
宮
城県
同
窓
会
会
長
を
務
め

る

一期
生
の
古
樹
士
辿
さ
ん
は「学
校

の
敷
地
の
国
見
ヶ
丘
に
立つ
と

当
時
の

記
憶
が
よ
み
が
え
る」
と
懐
か
し
む
。

時
代
は確
実
に
動
き
始
め
た
。
す
で

に
英
米
諸
国
で
は
社
会
福
祉
主
事
養
成

が
短
大
か
ら
大
学院で
行
われ
て
い
る

こ
と
が判
明
、
将
来の
四
年
生
大
学
へ

の
布
石
の
ため
に
も
噂
攻
科設
置
が
急

務
と
な
っ
た
。
く
し
く
も
人
工
衛
星
が

打
ち
上
が
っ
た
年
に
短
期
大
学
も
次
な

る
点
火
に伽
え
ざ
る
を
仰
な
く
なっ
た
。

占忌

昭和 33 年当時の正門

東
北
福
祉
大
学
は
総
合
福
祉
学
部
の
名
の
下
に
社
会
招
祉
、
産
諜
福
祉
、
社
会
教

育
、
栢
祉
心
理
、
情
報
福
祉
の
五
学
科
を
持
つ
福
祉
の
総
合
大
学
に
発
展
し
た
。
ど
の

学
科
に
も
共
通
す
る
の
が
広
い
芯
味
で
の
社
会
栴
祉
学
。
初
祉
に
関
連
す
る

一般
教

設
か
ら
専
門
教
育
ま
で
の
帆
広
い
領
域
を
学
ぶ
こ
と
で
、
社
会
初

祉
従
郁
者
を
は
じ

め
、
公
務
員
や
企
業
人
な
ど
各
分
野
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
以
下
に

各
学
科
を
紹
介
。

一社
会
福
祉

一
三
つ
の
コ
l

ス
に
分
かれ

、

一尚
子
湘

一

よ
り
専
門
性
を

高
め
て
い
る
。
基
福
祉
コ
l

ス
は
凶

家
資
格
で
あ
る
笠
宮福祉
士
や
、
医
出

ソ
1

シ
ャ
ル
ワ1
カ
!
、
保
育
士
資
格

取
得
に
最
湾
精
神
保
他
福
祉
コ
l

ス

は
精
神
保
健
福
祉
士
の
国
家
資
柏
取
柑

や
料
神
保
健
医
療
機
関
な
ど
で
の
活
動

を
希
盟
す
る
人
材
を
育

訓
寸

成
。
総
合
福
祉
コl
ス

M
d

は
稲
祉
サ
ー
ビ
ス
関
辿

記
τ

企
諜
、
総
磁
学
校
、
国
際

の

認
。目
白
川
活
山
一

ー

つ

一産
業
福
祉

…

R
u

-
学
科

づ
」

経
済
活
動
に
壁
品し

H
M

た
福
祉
社
会
の創
造
に

2
ロ

向
貯

、

得
た
知
搬
や
紫

と
Z
J

援
を
実
社
会
に
生
か

レ
ド
』

す
。

コ
!
ス
は
ニ
つ
。
雄

4
A市

銀
初
祉
コ

ス
は
生
活

居
間

者
の
高
度
化
・

多
椴
化

、
品
コ

す
る
ニ
ー
ズ
を
犯
協

M
U川

し
、

一
般
企
撲
に
お
け

か
骨
削
る
管
租
・

企
図
か
ら
以

品
開
発
ま
で
活
蹴
の
場

を
持
つ。

第
一一
世
衛
生
管
理
者
免
許
取

得
も
可
能
。
食
品
衛
生
コ
1

ス
で
は
健

康
問
題
を
研
究
。
食
品
衛
生
管
理
費

同
既
視
員
の
任
用
資
格
が
取
得
可
能
。

一
社
会
教
育

一
三
つ
川

!

'

コ
l

ス
に
分

r
l弓

0
0
01

一
か
れ
、
人
々

の
学
習
意
欲
を
助
長
、
サ
ポ
ー
ト
し
、
生

き
が
い
の
あ
る
初
祉
社
会
の
実
現
を
回

指
す。

社
会
教
育
コ1
ス
は
社
会
教
育

主
事
や
司恋
、
問
答
者
ス
ポ
ー
ツ
指
噂

只
な
ど
陣
容
学
習
を
鍛
助
ず
る
羽
門
家

を
、
学
校
教
育
コ1
ス
は
中
学、

同
校
、

延
護
学
校
な
ど
で
背
少
年
の
自
己
形
成

を
援
助
す
る
専門
家
を
、
文
化
財
コー

ス
は
歴
史
巡
産
の
調
査
研
究
を
す
る
専

門
家
を
育
て
る
。

一

富
山L
b
E，

一
=
一つ
の
庖

一

日
;
，
]

修
コ
1

ス
が

F
:
:
:

。
ー
一
，
:
L

あ
り
、
人
間

を
理
解
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
に
盈
点

を
白
い
て
い
る
。
臨
床
心
型
コ
1

ス
は

心
の
問
題
を
分
析
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
解
決
の
道
を
探
る
。
取
境
心
型

コ
1

ス
は
人
と
現
境
の
か
か
わ
り
を
学

び
、
組
織
や
社
会
が
抱
え
る
心
の
問
題

に
掠
近
す
る
。

発
迷
心
理
コ
ー

ス
は
子

ど
も
の
発
達
や
教
育
過
程
に
お
げ
る
心

の
問
地
に
取
り
組
む
。

一
情
報E
t

…

新
た
な
社

!

!
?

会
福
祉制
度

}
一一'

e
a
e

・0・0冴
じ
を
効
率
的
、

広
域
的
、
同
時
性
を
持
っ
て
運
用
す
る

社
会
的
ニ
ー
ズ
か
ら
誕
生
しFh。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
技
術
を
生
か
し
、
い

か
に
情
報
を利
・
活
用
す
べ
き
か
を
実

践
的
に
学
ぶ
。

社
会
福祉
活
動
に
お
け

革
銀
生
の

都
智
さ
ん
、
い

時
か
が
お
過
ご

到
し
で
し
ょ
う

置
か。
皆
さ

ん
が
通
わ
れ
た
当
時
と
現
在
を
比

べ、

母
校
が
ど
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の

自
に

映
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回

、

こ
う
し
た
卒
業

生
向
け
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
、
卒
業

生
と
大
学
と
の
パ
イ
プ
役
の
一環
に

な
れ
ばと
期
待
す
る
とこ
ろ
大
で
あ

り
ま
す
。

先
日
、
敬
老
の
自
に
合
わ
せ
て
総

務
庁
から
我
が園
で
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
総
人
口
に
占
め
る
制
合
は一

七
・

三
%
に
な
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
も
約
七十四
万
人
的

る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

意
義
と
役
制
を
迎
解
し
、
情
報
の
収

集
・
監
理
・
線
開
方
法
を
修
得
す
る
。
車

鍛
後
は
幅
広
い
分
野
で
の
活
路
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

来
年
肢
の
入
賦
情報
は
下
記
を
ど参

照
く
だ
さ
い
。

.. ~' 

今
年
度
4

月
か
ら
始
ま
っ
た

情
報
福
祉

学
科
の
授
蝶
且
量
的
一
コ
マ

トータルな福祉に向けて
で
国
民
の
五・
八
人
に

一
人
の
計
算
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
制

合
は
増
え
続

貯
十
五
年
後
に
は
、
四
人
に

一人
に
な

る
と
見ら
れ
て
い
ま
す。

介
践
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
へ
の

取
り
組
み
が
重
要な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
卒
業
生
の
中
に
は
す
で
に

こ
れ
ら
の問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
大
学
と
し
て
も
積
極
的
に研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

今
年
度
か
ら

総
合

一制
祉
宇
都
と学

部
名
称
も
変
わ
り
ま
し
た
。

紹
祉
を

ト

ー
タ

ル
に
捕
ら

え
る
芯
味合
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す。
卒
業
生
、
在
学
生
の

枠
を
超
え
て
、
我
が
国
の
稲
祉
の
向
上

に
寄
与
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す

。

入

試

'情
特別選抜 〔専門課程 (福祉系) 推薦〕

合嶋売却日鼠験会場選宅'日出願期間学科

報平成 1 2 年

11 月 1 3 日(月)

仙台

(本学)

社会教育学科

社会福祉学科| 平成四年
一一一一一一一一斗 11 月 1 日(水)
産業福祉学手斗平成12 年 11 月 9 日(木)

11 月 7 日(火)
[必世]

区分 宇科 出願期間 試験日 試験会場 合指発表

社会教育学科
平成 13 年
l 月 29 日(月)

祉会郁祉学科 平成 12 年
平成 13 年

A 12 月 20 日{水}
1 月初日(火) 仙台 (本学)

日 鹿諜制祉宇科 札帳、世f轟 平成 13 年

程 l 月 22 日(丹) 平成 13 年 班爪、新潟 2 月 8 日(木)

相祉心理学科 [必泊] l 月 31 日(水) 大阪

情報部祉学科
平成 13 年
2 月 l 日(木)

社会教育学科

社会制祉学科 平成 13 年
B 2 月 1 0 日(土)
日 産築相祉学科 1 

平成 13 年 仙台 平成 1 3 年

程 3 月 1 0 日(土)
3 月 1 5 日 (木) (本学) 3 月 1 9 日 (月)

制祉，c，理学科 [必岩]

情報相祉宇科

-総合福後学.. 祉会福彼学将 {醐名) 麗黛福祉掌科 u悌副社会被膏軒ヰ (同名} 福祉心理朝刊側各} 情緒福祉学科 uω名}

特別選抜 〔一般推薦〕

学科 出願期間 選考日 E式験会場 合格発聾日

社会教育学科 平成 12 年 11 月 27 日(月)

社会楠祉学科 平成 12 年 平成 12 年 11 月 28 日(火)
11 月 1 日(水)

仙省 平成 12 年
産柴福祉学科

11 月 20 日(月} 平成 12 年 11 月 29 日(水) (本学) 12 月 4 日{月}

楠祉i心理学科 [必着]

情報郁祉学科 平成 12 年 11 月 30 日(木)

一般選抜 (A 日程 ・ B 日程〕

福祉心理学科

情報掴M学科
.，式験会栂 'A 田植}仙台{本学}のほか・札幌 札幌予備学院 [大通館校合) .悦お アスパム
."京 '*ーラム 8・新潟新島商工会議所・大阪 天王寺予備校
調度御子弟の巡学については入獄事務盤へ御相段下さい。



平成 12 年 II 月 21 日発行

四
選
手
が
出
場

東北福祉大学逓信(第 l 号)

シ
ド
ニ
ー
五
輪
に
出
場
し
た
本
学
関

係
の
回
選
手
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
。

在
学
生
と
し
て
は
初
の
五
輪
出
場
と

な
っ
た
野
球
の
吉
見
祐
治
投
手
(
四
年
)

は
予
選
リ
ー
グ
第二
戦
の
オ
ラ
ン
ダ
戦

で
平
成
九
年
度
卒
の
鈴
木
郁
洋
捕
手

(
中
日
)
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
み
、
首
里

な
勝
ち
星
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
男
子
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
出
場
し
た
同
九
年
度

卒
の
水
泳
部O
B

・
西
内
洋
行
さ
ん
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
砲
丸
吹
け
と
円
盤
投

げ
に
出
場
し
た
同
六
年
度
卒
の
中
川
町
路

神
子
さ
ん
も
健
闘
し
た
。

現
役
初
の
吉
見

本
学
に
と
っ
て
夢
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が

実
現
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
の
開
作
品
戦
で

米
国
に
敗
れ
た
日
本
チーム
は
、
第二

戦
、
オ
ラ
ン
ダ
戦
の
先
発
に
大
型
左
腕

の
吉
見
投
手
を
抜
て
き
、
鈴
木
捕
手
と

の
福
祉
大
コ
ン
ピ
で
必
勝
を
期
し
た
。

吉
見
が
一
年
生
の
時
の
主
将
が
四
年

生
の
鈴
木
。
尊
敬
す
る
先
輩
だ
け
に
息

ゴ
ル
フ
部
V
3

と

戸
ベ
ツ
ク
優
勝

六
月
の
第
三
七
回
全
日
本
大
学
ゴル

フ
対
抗
戦
(
滋
賀
・
大
甲
賀

C
C
)
で
本

学
男
子
が
2

位
・

日
大
に
日
打
差
を
つ

け
優
勝、

大
会
3

連
加
を
達
成
し
た
。
女

子
は
過
去
最
高
の
2

位
。
勢
い
は
止
ま

ら
な
い
。
十
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
大

苗
す
の
パ

も
ピ
タ
リ
と
合
っ
た
。一凶
四
キ
ロ
の
速

球
と
八
八J
の
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
を
武

器
に
五
回
を
投
げ三安
打
、
九奪
三
振
、

自
貿
点

一
で
相
手
打
線
を
見
事
に
封

じ
、
勝
利
投
手
に
輝
い
た
。
吉
見
は
第
五

戦
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
に
も
先
発
し
、
三

回
を
投
げニ
安
打
、
三
奪三
振
と
先
発

投
手
の
役
割
を
き
っ
ち
り
と
果
た
し
た
。

見
せ
た
プ
ロ
の
技

中
日
・

鈴
木

手 し
陣た鈴
をよ木
巧こは
みヘま
にアさ
リ?に
l を フρ

ド「山口
すわの
るすx ちE

ト nι 

方人を
オランダ戦で力投する吉見 、の 発
投手(スポーツニッポン提供) オ投開

(3) 

学
対
抗
選
手
権
(
栃木
・鳥
山
城
C
C
)

で
は
、
男
子
が
ま
た
も
や
3

連
制
を
果

た
し
、
女
子
が
初
健
勝
。
大
会
史
上
初

の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
っ
た
。

と
り
わ
け
男
子
、
宮
里
健
作
(
二
年
)

の
活
脱
が
目
覚
ま
し
く
、
両
大
会
と
も

に
メ
ダ
リ
ス
ト
(
最
俊
秀

選
手
賞
)
を
獲
得
。
そ
れ

ば
か
り
か
十
月
の
プ
ロ
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
オ
ー
プ
ン
で
は
プ

ロ
と
互
角
の
戦
い
を
演

じ
、
5

位
、
十
一
月
の
住

友
V
i

S
A
太
平
洋
マ
ス

タ
ー
ズ
3

日
目
に
は
コ
ー

ス
レ
コ
ー
ド
を
更
新
す
る

臼
を
打
ち
立
て
る
な
ど
、

注
目
を
一
身
に
集
め
て
い

る
。

男女アベック V のゴルフ部

ツ
テ
リ
l

誕
生

ラ
ン
ダ
戦
に
続
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
戦
で三
試
合
連
絞
と
な
る
勝

ち
越
し
打
を
放
っ
た
。
九
試
合
中
八
試

合
で
7
ス
ク
を
か
ぶ
り
計
一
一
二
打
数
九

安
打
、
四
打
占
、
打
率
・
二
九

O
は
立
派

の
一
言
。
二
人
の
活
脱
が
予
選
リ
ー
グ

突
破
の
原
動
力
に
な
っ
た
。

日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
敗

れ
、
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
は
逃
し
た
が
、
福

祉
大
バ
ッ
テ
リ
ー
の
活
蹴
は
チ
ー
ム
の

中
で
ひ
と
き
わ
輝
い
て
い
た
。

テ
レ
ビ
桟
敷
で
応
援

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
西
内
先
輩

水
泳
部O
B

の
西
内
は
閉
幕
三
日
目

の
九
月
十
七
日
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

・
コ
ー

ス
で
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
競
技
に
初
出
場

し
た
。
ス
イ
ム
一・五
J
、
パ
イ
ク
四O

J
、
ラ
ン
一O
J
の
過酷
な
レ
l

ス
に

五
十
二
選
手
が
挑
ん
だ
。
日
本
人
選
手

三
人
の
中
で
は
最
年
少
だ
が
、
ス
タ
ー

ト
前
の
調
整
が
強
す
ぎ
、
両
足
の
哀
が

つ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

こ
ち
ら
吹
奏
楽
部

初
の
全
国
大
会
出
場

本
学
吹
奏
楽
部
が
創
部二十
五
年
白

に
待
望
の
全
国
切
符
を
手
に
入
れ
た
。

八
月
五
日
の
第
四
三
回
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
大
会
で
初
の
金
口

を
受
川
崎
続
い
て
九
月
十
日

、

岩
手
県
・

盛
岡
市
民
文
化
ホール
で
行
わ
れ
た
同

東
北
大
会
で
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

争
っ
た
。

本
字
は
課
題
曲
「
吹
奏
楽
の
為
の
序

曲
」
(
坂
田
雅
弘
作
曲
)
と
自
由
山
「バ

レ
エ
組
曲
。
中
国
の
不
思
議
な
役
人
。
よ

り
」
(
バ
ル
ト
ー
ク
作
曲
)
を
演
奏
し
た
。

指
揮
は
い
ず
れ
も
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の
訟
崎
泰
民
氏
。

明
る
く
、
元
気
の
あ
る
音
が
特
徴
の

本
学
の
持
ち
味
を
遺
憾
な
く
発
部
し
金

貨
を
獲
得
、
さ
ら
に
全
国
大
会
出
場
権

と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
口
し
た
。

栄
え
あ
る
全
国
大
会
は十
月
三
十
一

れ
、
つ
ま
ず
い
た
。
「
裏
目
に
出
て
し

ま
っ
た
。
(
出
遅
れ
た
分
)
攻
め
る
し
か

な
く
、
思
い
き
っ
て
や
れ
た
。
悔
い
は
な

い
」と
燃
焼
し
た
。
順
位
は
岨
位
。
ゴ
ー

ル
す
る
瞬
間
、
よ
う
や
く
テ
レ
ビ
函
面

に
映
さ
れ
た
が
、
完
走
す
る
姿
は
立
派

だ
っ
た
。
当
日
は
水
泳
部
の
後
世
二
十

二
人
が
本
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
集
ま

り
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
先
踏
に

惜
し
み
な
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
6

位

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
砲
丸
投
げ
は
十

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、
七M
四
七
の

日
本
記
録
を
出
し
た
中
嶋
さ
ん
は
6

位

入
口
を
飾
っ
た
。
二
十
五
日
の
円
撒
投

げ
は

一
六
M
O
ニ
で
口
位
だ
っ
た
。一

高
齢
者
ま
つ
り
に
一
役

学
生
有
志
別
人

第
四
回
仙
台
市
高
齢者
生
き
が
い
健

康
祭
「
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ま
つ
り
」
が
十

月
十
四
日
、
仙
台
市
役
所
前
・
勾
当
台
公

図
市
民
広
場
で
行
わ
れ
、
邦
楽
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
が
得
志
の
事
曲
を
披
時

学
生
有
志
五
十
人
(
代
表
U

社
会
教
育

目

、
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
の
東
京

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
。
大
舞
台
で
も

持
ち
味
で
あ
る
意
欲
あ
ふ
れ
る
前
奏
を

披
露
、
聴
衆
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
、

銅
賞
を
受
口
し
た
。

学
科

一年
・

佐
藤
り
る
が
「昔
の
粍
ひ
・

ゲ
l

ム
コ
ナ

l

」を
聞
き
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト

、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク、

め

ん
と
、
お
は
じ
き
、
輪
投
げ
な
ど
を
用
意

し
、
高
齢
者
と
若
者
・
児
童
と
の
交
流
に

一役
買
っ
て
い
た
。

九
六
年
の
全
日
本
大
学
選
手
権
で
優

勝
し
た
女子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。
現
在
、

-

実
業
団リ
ー
グ
の
目
立
佐

い
ん
和
で
活
躍
し
て
い
る
の
が

パ
さ

平
成
七
年
度
卒
の
板
橋
恵

子
橋

さ
ら
ぜ
。

女
板

;
7

・

シ
ド
ニ
ー
五
輪
出
場
を

z

惜
し
く
も
逃
し
た
日
本
だ

=
一
日

宣
が
、
予
選
で
全
日
本
の

一
寸

セ
ッ
タ
ー
を
務
め
た
パ
リ

新

パ
リ
の
現
役
選
手
。
所
属

ん
印
刷す
る
目
立
佐
和
は二
月
の

斯
入
れ
替
え
戦
でV
1
に
降

i

格
す
る
な
ど
厳
し
い
戦
い

を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
何
と
か
チ
ー

ム
を
V
リ
ー
グ
に
戻
し
、
そ
こ
で
優
勝

し
た
い
」
と
闘
志
は
健
奇
い
つ
ま
で
も

元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
選
手
だ
。

一
九
九一
年
の
大
学
選
手
権
で
初
の
日
本
一
を
勝
ち
取
っ
た
硬
式
野
球
部
。
仙
台

六
大
学
リl
グ
で
七
O
年
春
か
ら
七二
年
秋
ま
で
統
い
た
連
敗
記
録
五
八
を
残
し
た

の
が
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
数
々
の
名
選
手
が
巣
立
ち
、
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト

で
初
の
指
名
を
受
け
た
の
が
八
二
年
口

y

テ
三
位
の
長
島
哲
郎
さ
ん
(
現
球
団
服
民
)

だ
っ
た
。
以
来
、
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
た
人
数
は
二
十
三
人
に
上
り
、
現
役
選
手
は
一

O
球
団
で
十
六
人
を
数
え
る
。
今
季
、
米
国
の
大
リ

ー

グ
で
活
躍
し
た
佐
々
木
主
浩
投

手
(
マ
リ
ナl
ズ
)
を
は
じ
め
、
彼
ら
が
お
茶
の
間
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
や
新
聞

紙
上
な
ど

に
登
場
す
る
の
も
し
ば
し
ば
で

、

思
わ
ず
声
援
を
送
り
た
く
な
る
。

志願の全国大会出場を果たし， 力強い潰曹を披露した本学耽聖楽部

メ
ジ
ャ
ー
記
録
更
新

今
季
か
ら
米
国
に
渡
っ
た
佐
々
木
投

手
の
活
雌
は
実
に
見
事
だ
っ
た
。
か
ね

て
か
ら
の
夢
だ
っ
た
米
大
リ
ー
グ
で
の

プ
レ
ー

を
シ
ア
ト
ル
・

マ
リ
ナ
I

ズ
で

実
現
。
登
板
の
雄
姿
が
海
を
渡
っ

て
伝

え
ら
れ
た
。
十
月二
日
(
日
本
時
間
)

、

ア
ナ
ハ
イ
ム
で
行
わ
れ
た
対
エ
ン
ゼ
ル

ス
戦
、=
一
点
リl
ド
の
八
回
一
死二
塁

に
登
板
。
無
得
点
に
抑
え
、
八
六
年
、

ウ
ォ
!

レ
ル
(
カl
ジ
ナ
ル
ス
)
が
マ
ー

ク
し
た
大
リー
グ
新
人
最
多
セl
プ
記

録
を
更
新
す
る
三
七
セ
l

プ
目
を
挙

げ
、
チ
ー
ム
を三
年
ぶ
り
の
プ
レI
オ

フ
進
出
に
導
い
た
。
プ
レl
オ
フ
で
も

日
本
人
と
し
て
初
の
セ
l

プ
を
挙
げ
る

な
ど
文
字
通
り
大
車
輪
の
活
純
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
偉
業
に
対
し
、
ア
・
リ
ー

グ
新
人
王
と
し
て
全
米
野
球
記
者
協
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
。

佐
々
木
投
手
は
学
生
時
代
に
培
っ
た

「
人
の
気
持
ち
を
考
え
る」と
い
っ
た

謙
虚
な
姿
勢
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
人
柄

は
早
く
か
ら
シ
ア
ト
ル
住
民
の
ハ
l
ト

を
捕
ら
え
た
。
球
団
が
年
四
回
発
行
す

ーでも福同発揮|
マリナーズ・佐々木投手 I 

る
公
式
雑
誌
「M
A
R
I
N
E
R
S

11 月の日米野球で凱旋試合に出場した佐々木投手(中央)

M
A
G
A
Z
I
N
E」
第
三
号
の
表
紙

を
飾
る
と
と
も
に
、
五m
iに
わ
た
る
特

集
記
事
が
組
ま
れ
、
実
力
発
揮
に
伴
い

人
気
も
う
な
ぎ上
り
と
な
っ
た
。

ト
リ
プ
ル
3

の
快
挙

広
島
・
金
本
選
手

圏
内
に
目
を
移
せ
ば
現
在
、
プ
ロ
野

球
一
二
球
団中
九
球
団
に
卒
業
生
が
在

籍
し
て
い
る
。
横
浜
の
斎
藤
隆
、
日
本
ハ

ム
の
関
恨
裕
之
、
近
鉄
の
門
倉
健
は

チ
ー
ム
の
エ
1

ス
格
と
し
て
先
発
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン
の

一角
を
担
っ
て
い
る
。

野
手
の
代
表
裕
と
い
え
ば
広
品
の
四

番
打
者
・
金
本
知
慾
外
野
手
だ
。
今
季
の

最
終
戦
で
本
塁
打
三Oに
到
達
、
海
皐

三
O

、

打
率
ニ
ニ一
五
と
合
わ
せ「三
割

、

三
O
本
塁
汽
三
O
盗
塁
」
の
ト
リ
プ
ル

三
を
達
成し
た
。
六
十
年
を
超
え
る
プ

ロ
野
球
史
上
で
六
人
し
か
達
成
し
て
い

な
い
大
変
名
替
な
記
録
だ
。
大
学
日
本

一
を
達
成
し
た
時
の
四
番
打
者
。
関
大

と
の
決
勝
戦
で
延
長
十
七
回
、
決
着
を

つ
け
る
中
前
打
を
放
っ
た
勝
負
強
さ
は

プ
ロ
で
も
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
。
当

時
の
遊
撃
手
が
昨
年、

日
本

一
ダ
イ

エ
ー
の
選
手
会
長
を
務
め
た
浜
名
千
広

だ
っ
た
。

t

そ
れ
以
外
で
も
キ
ラ
星
の
よ
う
に
個

性
的
な
選
手
が
い
る
。
西
武
の
和
田一

浩
拍
手
、
阪
神
の
矢
野
師
弘
捕
手
ら
。
新

聞
で
、
テ
レ
ビ
で
彼
ら
の
姿
を
追
う
の

は
楽
し
い
。

10 月 11 日の対ヤクル卜今季最終戦で本塁打を放ちトリプル 3 を達
成した広島の主砲・金本舛野手 (写真はスポーツニ yポン提供)
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同
窓
会
便
り

平成 1 2 年 1 1 月 21 日発行

山
形
県

同
窓
メ込
~ 

佐誕

生3生
知主
氏
就
任

初
代
会
長
に

誕
生
が
待
た
れ
て
い
た
山
形
県
同
窓

会
の
鮫
立
総
会
が
、
去
る
八
月
十
九
日

(土
)
午
後
一
時
半
か
ら
ホ
テ
ル

キ
ヤ
ン
ス
ル
(山
形
市
)
に
お
い
て
、
約

二
百
名近
い
卒
業
生
を
集
め
盛
大
に
開

催
き
れ
た
。
山
形
県
内
に
は
千
五
百
名

を
超
え
る本
学
卒
業
生
が
あ
ら
ゆ
る社

会
分
野
に
お
い
て
活
幽
し
てい
る
が
、

今
日
ま
で
各
般
域
や
業
種
別
等
で
の
絡

ま
り
は
あ
っ
た
も
の
の
県
全
体
と
し
て

の
正
式
な
組
織
が
な
か
っ
た
だ
け
に
段

東 北 福祉 大 学通信 (第 l 号)

東北福祉文字山形県同事室臨立施主
設
立
総
会
で
あ
い
さ
っ
す
る

佐

藤

正

知
会
長

宮蝿県
同窓会会長

古積士道 氏

同
窓
生
の
皆
棟
方
に
は
、
ご
健
勝
で

お
す
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

母
校
も
開
学
か
ら
す
で
に
四
十
数

年
。
車
操
生
は
国
内
各
地
に
、
あ
る
い

は
外
国
に
と
雄
飛
し
、
稲
祉
関
係
は
も

と
よ
り
企
業
人
と
し
、
ま
た
は
自
営
業

や
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
で
も
一
流
の
プ

レ

ヤ
!
と
し
て
数
多
く
の
人材を
輩

出
す
る
な
ど
、
社
会
の
各
分
野
で
活
附

さ
れ
て
お
り
械
に
頼
も
し
く
、
心
強
い

か
ぎ
り
で
あ
り
ま
す
。
一
方
に
お
い
て

関
学
期
の
平
曲
目
生
は
、
祉
会
の
第
一線

負
を
述
べ
た
。
当
日は
、
本学
同
窓
会
名

誉
会
長
で
も
あ
る
萩
野
浩
基
学
長
も
出

席
、
祝
辞
を
述
べ
祝
怠
を
表
し
た
。

ま
た
本
学
教
綬
川
よ
吉
昭
先
生
が

「川出
版
栢
祉
学
を
求
め
て
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行い
、
祝
賀
交
流
懇
親
会

李 ZY 新 n!TLi 星空初重要言質謀総己筆高段 k 霊こ若
名上シ潟 岡li協会会明代的にれ選告会て i設案立般生れ要
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i 千た I _. _.. .. I '句、北

需主立躍主!警告ミ Z n 待望の発刊成る / 1 :: 霊
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か
ら
退
く
年
代
と
な
り、
良
き
家
庭
人

と
し
て
地
域
社
会
で
悠
々
自
適
の
生
活

を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

半
而
、
人
生
半
ば
に
し
て心
な
ら
ず

も
鬼
絡
に
入
ら
れ
た
同
窓
誌
の
方
々
に

は
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
哀
悼
の
認
を を

提
供
し
て
くれ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
それ
だ
け
に
こ
の
名
簿
は

梢
度
を
高
め
る
べ
く
努
力
が
重
ね
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
各
人
の
消
息
が
情
報

不
足
と
組
織
化
の
返
れ
か
ら
不
明
に

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
共
は
学
業
を
修
め
、
社
会
に
巣

立
っ
た
後
、
ご
く
限
ら
れ
た
友

人
、
知
人

と
の
個
人
的
交
流
と

、

同
郷
及
び
職
場

で
の
つ
き
会
い
が
主
体
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
発
拍
間
近
の
同
窓
生

名
簿
は
多
く
の
人
々
と
交
流
す
る
機
会

な
っ
た
り
、
全
く
登
山
刷
さ
れ
な
い
な
ど

の
事
態
を
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
本
格
的
な
調査
と
正確
な
情
報
を
基

に
編
さ
ん
し
直
し
て
お
り
、
同
窓
会
活

動
や
お
互
い
の
交
流
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
括
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
同
窓
会
組
織
に
つ
い
て

に
入
っ
た
。

会
民
一
人
ひ
と
り
は
同
窓
会
誕
生
を

率
直
に
忍
び
合
い
、
久
し
ぶ
り
の
碍
会

に
本
学
で
の
思
い出
舗
や
後
間
の
、
特

に
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
活
蹴
に
揺
が
附
み
.

時
間
の
経
過
を
忘
れ
楽
し
ん
で
い
た

M

勤
務
先
名
を
掲
載
し
、
人
名
索
引
・
桝
域

別
競
引
を
つ
け
、B
5

版
・

約
八
五
0

ペ
ー

ジ
に
共
ひ
、
希
望
し
た
同
窓
生
に

は
無
料
で
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て

い
る
。

な
お

、

消
息
動
向
調
査
は
八
月
末
を

も
っ
て
締
め
切
っ
て
い
る
の
で

、

そ
の

後
の
拠
動
や
返
信
を
寄
せ
ら
れ
た
分
に

つ
い
て
は
、
拘
械
は出来
な
い
が
、
そ
の

デ
ー
タ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、

逐
次
、
訂
正
し
、
復
新
情
報
と
し
て
、
同

窓
会
事
務
局
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
く
予

定
で
あ
る
。
名
簿
発
行
後
も
異動
等
が

生
じ
た
場
合
は
名
簿
折
り
込
み
の
「
典

動
通
知
連
絡
カl
ド

」
ま
たは
電
話・
F

A
X
等
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

T
O
Y
P

大
賞
に
輝
く平

成
9

年
度
卒
・
伊
藤
さ
ん

平
成
九
年
度
社
会
初祉
学
科
卒
業
の

伊
勝
消
市
さ
ん
が二
0
0
0年
度
T
O

Y
P

(ト
イ
ッ
プ
・
叶
可
。
。
己22
邑
=
高

吋
o
z
認
司司
自

白

)
大
口
に
輝
き

、

七
月

二
士
百
、
債
棋
で
の
授
μ
式
に
臨
ん
弓

T
O
Y
P

大
日
は
社
団
法
人
日
本
背

年
会
開
刷
所
が
主
倒
。
国
際
交
流

・
教
育・

医
療
・

杭
祉
・

環
境
・

科
学
・
経
済
・
文

化
・

芸
術
な
ど
の
分
野
で
活
動
す
る
傑

出
し
た
若
者
た
ち
を
拡り、
選
考
し
、
顕

彰
す
る
制
度
で
今
年
が十
四
回
目
。

大
賞
受
賞
者
は
八人
で
、
伊
藤
さ
ん

は
医
療・
福
祉
分
野
か
ら
選
ば
れ
、
日
本

T
O
Y
P

倶
楽
部
奨
励
日
に
削
い
た
。

附
笹
を
持
つ
伊
騰
さ
ん
は
自ら
の
車

イ
ス
体
験
を
過
し
て

、

大
学
二
年
時
に

障
害
者
の
視
点
に
立
っ
た
「
ふ
く
し

マ
ッ
プ
」
づ
く
り
に
岩
手
。
同
級
生
が
協

力
し
、
大
き
な
反
物
を
呼
ん
だ
。
平
成
八

青
森
県
に
も
同
窓
会
設
立

東
北
地
方
で
五
番
目
の
誕
生

背
森
県
に
も
同
窓
会
が
誕
生
し
た
。

昨
年
十
一
月、

八
戸
市
に
お
い
て
岡
県

同
窓
会
が
関
川
附
さ
れ
た
が
、
出
席
者
の

職
域
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。

本
部
で
は「
こ
の
機
会
を捕
ら
え
、
職

報
告
い
た
し
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
組

織
化
の
遅
れ
が
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係

各
位
鋭
芯
努
力
を
い
た
し
、
今
年
中
に

も
碍
結
成
し
、
活
動
い
た
ず
所
存
で
あ

り
ま
す
。

各
地
域
に
お
い
て
は

、

そ
れ
ぞ
れ
に

組
織
化
し
活
動
中
と
の情
報
は
得
て
お

り
ま
す
が
、
統一組
織
の
強
化
が
緊
急

線
越
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
程
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
同
窓
会
会
員
名
初

発
刊
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
大
学

当
局
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
対
し
ま

し

て
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
同
窓
生
諸
氏
の
発
展
を
祈
念
し
発

刊
に
寄
せ
る
期
待
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

域
を
限
定
せ
ず
広
く
本
学
卒
業
生
を

も
っ
て
組
織
す
る
同
窓
会
を
発
足
さ
せ

て
は
ど
う
か
」
と
提
寂
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
有
志
に
よ
る
般
立
単

仰
会
が
生
ま
れ
第
一
回
目
の
会
合
を
今

長

束
北
福

‘
，

L
.v
閥
祉
大
学
に

h
v￠
凶
州
は
今
年

d
働
市
凶
・
島
、

竹

度
、

三
つ

i
l
!

大

の
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
情
報
初

制
学
科
と
い
う
新
し
い
学
科
が
ス

タ
ー
ト

し
、
五
学科
に
な
り

ま
し

た
。
次
に
社
会
福
祉
、
福
祉
心
理

の
両
学
科
で
各
五
十人の
定
員
憎

が
な
さ
れ
、
五
学
科
合
わ
せ
て
計

八
百
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
動
き
に
鑑

み
て
、
従
来
の
社
会
福祉
学
部
か

ら
総
合
福祉
学
部
へ
と
学
部
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た
。

間
近
に
迫
っ
た二
十
一
世
紀
。
巷
閥
、

騒
が
れ
て
い
る
よ
う
に
少
子
化
、
超
高

齢
化
社会
の
到
来
は
避
け
が
た
い
も
の

年
に
は
「仙
台
ふ
く
し
マ
ッ
プ5
レ
モ

ン
ち
ゃ
ん
の
ま
ち
あ
る
記1
n

仙
台
」

を
出
版
す
る
な
ど
在
学
中
か
ら
梢
力
的

に
活
動
。

現
在
は
小
・

中
学
校
を
は
じ
め
各
種

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
、
街
づ
く
り
に
対
す
る
啓

発
・

教
育
・

悦
宙
を
行
う
一
方
で、

仙

台
医
療
福祉
専
門
学
校
な
ど
で
非
常
勤

前
師
を
務
め
て
い
る
。
伊
藤
さ
ん
は

「(
受
賞は
)
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
自
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
も
頑

張
り
た
い」
と
意
気
軒
高
に
賠
し
た
。

年
の
六
月
、
背
森
市
で
開
催
し
設
立
に

向
け
て
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果、

背
森
県
同
窓
会
設
立
総

会
が
去
る
十
一
月十

一日
に
開
催
さ
れ

設
立
を
喜
び
合
っ
た
。
山
形
県
に
次
い

で
東
北
六
県
で
五
番
目
の
誕
生
と
な
っ

た
。

未来の大学のために
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に

四
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
介
説
保
険
制
度

の
導
入
に始
ま
り
、
日
本
各
地
に
は
福

祉
を
教
え
る
大
学
が
急
憎
し
て
い
ま

す
。

相
祉
の
老
舗
と
い
え
ど
も
、
決
し

て
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
は
い
ら
れ
な

い
雌
し
い
時
代
に
突
入
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今一廃
卒
業
生

と
大
学
が
一体
と
な
っ
て
、
よ
り

よ
い
大
学
づ
く
り
の
た
め
力
を
合

わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

来
年
三
月
に
は
問
齢
者
痴
呆
介

能
研
究
セ
ン
タ
ー
が
問
所
さ
れ
る

予
定
で
、
大
学
は
七
つ
の
関
連
施

設
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大

リ
ー
グ
に
挑
戦
し
、
セ1
プ
記
録
を
更

新
し
た
O
B
佐
々
木
投手
に
負
け
ない

よ
う
に
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
未
来
の
紫

附
ら
し
い
大
学
を
築
き
た
い
も
の
で
す

。

東
北
福
祉
大
学
の
学
内
に

あ
る
芹
沢
鮭
介
災術
工
芸
館

で
は
十
二
月
十
八
日
ま
で

「柳
宗
悦
と
芹
沢
佐
介i
誕

の
静
土
を
求
め
て1
」
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。雑
誌
「
白

樺
」
の
創
刊
に
携
わ
り

、

民
芸

研
究
家
、
宗
教
哲
学
者
と
し

て
も
老
名
で
、
日
本
民
務
館

を
設
立
し
た
柳
と
、
型
絵
染

地
の
盈
要
無
形
文
化
財
(人
間
国
宝
)

で
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る

芹
沢
と
の
心
の
交
流
を
あ
ま
す
と
こ
ろ

な
く
伝
え
て
い
る
。

柳
の
若
「
工
磁
の
道
」
を
鮫
み
、
感
銘

し
た
芹
沢
は
京
都
の
柳
家
を
防
札
、
氏

を
取
り
品
甘
く
す
べ
て
に
共
的
し
、
工
都

作
家
と
し
て
歩
む
決
窓
を
し
た
。
作
品

に
息
づ
く民
衆
に
向
付
ら
れ
た
温
か
い

目
は
柳
の
説
く「美
」
か
ら
多
大
な
る
影

響
を
受
付
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
人

は
互
い
に
行
き
来
し
、
友
悩
は
終
生
変

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

柳宗悦と芹沢鮭介展
示
品
は
芹
沢作
品
と
二
人
の
交
流

を
物
語
る
資
料
約
二O
O
点
。
そ
の
う

ち
約
五O
点
は
日
本
民
都
館
、
静
岡
市

立
芹
沢
鮭
介
奨
術
向
ア
サ
ヒ
ピ1
ル

大
山
崎
山
荘
美
術
館
の
協
力
を
得
た
も

の
。
と
り
わ
貯
一
九
四
三
年
(

昭
和
十
八

年
)
の
絹
本
型
絵
染
「
東
北
窯
め
ぐ
り
六

曲
廓
胤
」は
来
年
、
開
か
れ
る
英
国
エ
ジ

ン
パ
ラ
肢
に
先
だ
っ
て
、
初
公開
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
記
念
総
演
会
と
し
て
十
一
月

三
日
に
芹
沢
長
介
氏
(
芹
沢
鮭
介
美
術

工
芸
館
館
長
)
に
よ
る
「
父
・
芹
沢
娃
介

を
諮
る
」
、
同十
一日
に
柳
宗
理
氏
(
日

本
民
都
館
館
長
)
の「父・
柳
宗
悦
を
諮

る
」
が
悩
さ
れ
、
擁
況
を
博
し
た
。

東北窯めぐ り六曲扉風

芹沢重圭介美術工芸館ご案内東北福祉大学

l 月 29 日-2 月

l 日は体官官します

4期休館

芹沢桂介の作品とコレクション

12 月 19 日(火) -1 月四日(金)

1 月初日(土)

3 月山日(土)

〒 981 -8臼2 宮城県仙台市背葉区国見一丁目 8 番 l 号

車北福祉大字 2 号館内 TEL 似2-717-幻凶

FAX 侶2-717-3324

11 月 幻-30 日

は体館し ます

E四l体館8 月 l 日(火)-9 月 10 日(日)

9 月 11 日 (月) 1 特月版
柳宗悦と芹沢蛙介

12 月 18 日(月) 1 誕の博土を求めて

10: 00-凶 30 (入館は 1 6: 00 まで)
創立記念日 (9/25) ・ 入試期間
一般 ・ 3∞円、 大 ・ 高生 200 円、小 ・ 中生 100 円

出
管

企画展 Hη 
井沢桂介コレクショ ン 緋
常設展芹沢蛙介作品(新収蔵品)

闘館時間

体館日

入館料

内刀ミ展間

4 月 20 日 (木)

7 月 3 1 日 (月)

}聞


